
デンカ株式会社

１.業績の概要

【 2017年度 総括】

・当期は、クロロプレンゴムや電子・先端プロダクツ製品を中心に販売数量が増加したほか、原材料の上昇に応じた価格改定に加え、

スチレンモノマーが非定修年であったことなどから、ヘルスケア分野などで将来に向けた先行投資による負担が増加しましたが、

営業利益は337億円（前年比30.2％増）、経常利益315億円（前年比36.0％増）、親会社に帰属する当期純利益は230億円（前年比

26.9％増）となり、それぞれ過去最高益を大きく上回り更新しました。

【 2017年度 セグメント別状況】

・エラストマー・機能樹脂部門は、クロロプレンゴムの出荷増と採算是正が進んだことや、スチレンモノマーが非定修年であったことから、

前年に比べ大幅な増益となりました。

・インフラ・ソーシャルソリューション部門は、アルミナ繊維、農業・土木用コルゲート管の出荷が増加したものの、原材料価格上昇等の

コストアップにより、前年比減益となりました。

・電子・先端プロダクツ部門は、電子部品・半導体搬送材料用部材の機能フィルム、半導体封止材向け溶融シリカや球状アルミナの

出荷が増加。アセチレンブラックも、リチウムイオン電池や高圧送電ケーブル向けに出荷が増加し、前年に比べ増益となりました。

・生活・環境プロダクツ部門は、食品包装材料の原材料価格の上昇に応じた販売価格の改定が進んだものの、耐候性フッ素アロイ

フィルムのDXフィルムの価格競争激化などから、前年に比べ減益となりました。

・ライフイノベーション部門は、試薬販売数量が増加したものの、インフルエンザワクチン製造株の選定遅れにより、製造・販売が前年
を下回ったことや、研究開発費等の負担増から、前年に比べ減益となりました。

（注）当社は、2018年4月１日付で、高純度導電性アセチレンブラックを、従来の「エラストマー・機能樹脂」から「電子・先端プロダクツ」
　　　にセグメントを移管しました。2017年度はセグメントに変更はありませんが、「2017年度 決算概要」では、2018年度業績予想との
　　　対比のため、便宜上アセチレンブラックを「電子・先端プロダクツ」として記載しております。

【2018年度 予想】

・2018年度は、原燃料価格の上昇や円高影響、さらにスチレンモノマーの定修や労務費・研究開発費負担増はあるものの、電子・

先端プロダクツ製品の販売数量の伸長や、クロロプレンゴム、スチレン系製品の原材料価格の上昇に応じた価格改定などにより、

営業利益は360億円、経常利益は340億円、親会社株主に帰属する当期純利益は250億円の予想とし、いずれも2期連続の

最高益を目指します。

【業  績】 （単位：億円）

2017年度 2016年度

通期実績 通期実績 増　減

（4-3月） （4-3月）

3,956 3,626 330 

337 258 78 

315 232 83 

230 181 49 

２．セグメント別 連結売上高・営業利益 （単位：億円）

2017年度 2016年度

通期実績 通期実績

エラストマー・ 売上高 1,701 1,449 252 
機能樹脂 営業利益 154 65 89 

ｲﾝﾌﾗ･ｿｰｼｬﾙ 売上高 531 518 13 
ｿﾘｭｰｼｮﾝ 営業利益 2 9 △ 7 

電子・先端 売上高 626 531 96 
プロダクツ 営業利益 109 84 25 
生活・環境 売上高 410 412 △ 2 
プロダクツ 営業利益 8 15 △ 7 

ライフ 売上高 323 340 △ 17 
イノベーション 営業利益 55 79 △ 24 

その他 売上高 364 377 △ 12 
消去差 営業利益 8 7 1 
合  計 売上高 3,956 3,626 330 

営業利益 337 258 78 

売 上 高 1,950 4,100 

営 業 利 益 140 360 

 2017年度　決算概要

2018年度 2018年度

第2四半期予想 通期予想

（4-9月） （4-3月）

2018年5月10日

増　減
2018年度 2018年度

第2四半期予想 通期予想

経 常 利 益 130 340 

親会社株主に帰属する当期純利益 100 250 

10 20 
335 685 
55 125 

885 1,785 
60 130 

275 555 

5 10 

205 415 
5 15 

130 315 

120 345 
5 60 

1,950 4,100 
140 360 
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３．参考数値・前提 （単位：億円）

2017年度 2016年度

通期実績 通期実績

　投　　資 設 備 投 資 227 257 △ 30 

M  &  A  他 43 12               31 

計 270 269 1 

減 価 償 却 費 246 244 3 

研 究 開 発 費 139 130 8 

有利子負債残高 1,083 1,137 △ 55 

2017年度 2016年度

通期実績 通期実績

為替レート  [円/$] 111.3 108.8 

国産ナフサ [円/kl] 42,200 34,600 

４．セグメント別　連結売上高増減内訳

2017年度 2016年度

通期実績 通期実績

1,701 1,449 252 

531 518 13 

626 531 96 

410 412 △ 2 

323 340 △ 17 

364 377 △ 12 

3,956 3,626 330 

５．セグメント別　連結営業利益増減内訳 （単位：億円）

2017年度 2016年度

通期実績 通期実績

154 65 89 

2 9 △ 7 

109 84 25 

8 15 △ 7 

55 79 △ 24 

8 7 1 

337 258 78 

増　減
2018年度 2018年度

第2四半期予想 通期予想

150 310 

115 235 

75 150 

150 310 

未定 未定

106.0 106.0 

46,000 46,000 

1,120 1,080 

2018年度 2018年度

第2四半期予想 通期予想

エラストマー・機能樹脂 257 △ 5 

インフラ・ソーシャルソリューション 0 13 

（単位：億円）

売　上　高

増　減 販売価格差 数量差

そ　の　他 -              △ 12 

合  計 251 79 

電子・先端プロダクツ △ 4 99 

生活・環境プロダクツ 4 △ 6 

ライフイノベーション △ 6 △ 10 

エラストマー・機能樹脂 257 19 △ 186 

インフラ・ソーシャルソリューション 0 3 △ 10 

営　　業　　利　　益

増　減 販売価格差 数量差 コスト差等

合  計 251 66 △ 238 

その他、消去差 -              0 1 

電子・先端プロダクツ △ 4 52 △ 23 

生活・環境プロダクツ 4 △ 2 △ 9 

ライフイノベーション △ 6 △ 6 △ 11 
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